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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
柄と、この柄の先端部に取付けられた筆先取付け筒を有する筆先支持部材と、この筆先支
持部材の先端部より先端部が外方へ突出するように筆先取付け筒に取付けられた液状化粧
料を吸収保持することができる筆先と、この筆先を覆うように前記柄の先端部に着脱可能
に取付けられるキャップと、このキャップ内に設けられた該キャップ取付け時に、前記筆
先あるいは筆先支持部材の先端部によって開口部が閉じられ、かつ、常時前記キャップの
先端部に位置するように付勢される液状化粧料タンクとからなる縦置きで使用される液状
化粧料収納容器において、前記筆先支持部材に前記筆先取付け筒と連通するように形成さ
れた液状化粧料吸収凹部、この液状化粧料吸収凹部内に収納された前記筆先と一体あるい
は液状化粧料の移動が可能に取付けられた、該筆先に吸収保持された液状化粧料を吸収保
持することができる液状化粧料吸収体とからなる液状化粧料吸収保持手段を設けたことを
特徴とする液状化粧料収納容器。
【請求項２】
柄と、この柄の先端部に取付けられた筆先支持部材と、この筆先支持部材の先端部より先
端部が外方へ突出するように取付けられた液状化粧料を吸収保持することができる筆先と
、この筆先を覆うように前記柄の先端部に着脱可能に取付けられるキャップと、このキャ
ップ内に設けられた該キャップ取付け時に、前記筆先あるいは筆先支持部材の先端部によ
って開口部が閉じられ、かつ、常時前記キャップの先端部に位置するように付勢される液
状化粧料タンクとからなる縦置きで使用される液状化粧料収納容器において、前記筆先支
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持部材に前記筆先と連通するように形成された液状化粧料を収納することができる液状化
粧料収納凹部で構成した液状化粧料吸収保持手段を設けたことを特徴とする液状化粧料収
納容器。
【請求項３】
液状化粧料タンクは後端部が閉塞された筒状のタンク本体と、このタンク本体の先端開口
部に嵌合固定された口部材と、この口部材より外方へ突出して筆先を内部へ収納する場合
、周縁部を汚すことなく口部材内へ収納することができるガイド片とで構成されているこ
とを特徴とする請求項１または２いずれかに記載の液状化粧料収納容器。
【請求項４】
液状化粧料タンクは後端部が閉塞された筒状のタンク本体と、このタンク本体の先端開口
部に嵌合固定された口部材と、この口部材より外方へ突出して筆先を内部へ収納する場合
、周縁部を汚すことなく口部材内へ収納することができる一対の弧状のガイド片と、前記
口部材の内壁面に形成された筆先取付け筒の先端部と密着して、密閉を図ることができる
口部材本体とで構成されていることを特徴とする請求項１または２いずれかに記載の液状
化粧料収納容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はアイライナ、アイブロ、リップグロス等の液状化粧料収納容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の液状化粧料収納容器は柄と、この柄の先端部に取付けられた筆先支持部材と、この
筆先支持部材の先端部より先端部が外方へ突出するように取付けられた液状化粧料を吸収
保持することができる筆先と、この筆先を覆うように前記柄の先端部に着脱可能に取付け
られるキャップと、このキャップ内に設けられた、該キャップ取付け時に前記筆先によっ
て開口部が閉じられる液状化粧料タンクとで構成されている。
【０００３】
　このため、液状化粧料タンク内に挿入されている間に筆先に吸収保持された分の液状化
粧料が塗布できる最大量であるが、小さな筆先には１回の使用量に足りるだけの液状化粧
料の吸収保持ができず、１個所の塗布作業で筆先を数回液状化粧料タンク内へ挿入しなけ
れば塗布できないという欠点があった。
　このため、筆先の液状化粧料タンク内への出し入れ回数が多くなり、液状化粧料タンク
の開口部近傍が汚れやすく、また、筆先が損傷しやすいという欠点があった。
　さらに、筆先の液状化粧料タンク内への出し入れ時に、タンクの口部の周縁部に筆先を
接触させ、汚しやすいという欠点があった。
【特許文献１】特許第３０８３４９４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　　本発明は以上のような従来の欠点に鑑み、液状化粧料タンクより取り出した筆先で１
個所の塗布作業を液状化粧料が足りなくなることなく行なうことができるとともに、塗布
作業も従来と同様にできるように筆先を外方へ突出させることができる液状化粧料収納容
器を提供することを目的としている。
　　また、本発明は液状化粧料タンクの口部材の外側端部に、筆先の出し入れ時に接触さ
せるのを効率よく防止して、容器が汚れるのを防止することができる液状化粧料収納容器
を提供することを特徴としている。
【０００５】
　本発明の前記ならびにそのほかの目的と新規な特徴は次の説明を添付図面と照らし合わ
せて読むと、より完全に明らかになるであろう。
　ただし、図面はもっぱら解説のためのものであって、本発明の技術的範囲を限定するも
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のではない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を達成するために、本発明は柄と、この柄の先端部に取付けられた筆先取付け筒
を有する筆先支持部材と、この筆先支持部材の先端部より先端部が外方へ突出するように
筆先取付け筒に取付けられた液状化粧料を吸収保持することができる筆先と、この筆先を
覆うように前記柄の先端部に着脱可能に取付けられるキャップと、このキャップ内に設け
られた該キャップ取付け時に、前記筆先あるいは筆先支持部材の先端部によって開口部が
閉じられ、かつ、常時前記キャップの先端部に位置するように付勢される液状化粧料タン
クとからなる縦置きで使用される液状化粧料収納容器において、前記筆先支持部材に前記
筆先取付け筒と連通するように形成された液状化粧料吸収凹部、この液状化粧料吸収凹部
内に収納された前記筆先と一体あるいは液状化粧料の移動が可能に取付けられた、該筆先
に吸収保持された液状化粧料を吸収保持することができる液状化粧料吸収体とからなる液
状化粧料吸収保持手段を設けて液状化粧料収納容器を構成している。
【０００７】
　本発明は柄と、この柄の先端部に取付けられた筆先支持部材と、この筆先支持部材の先
端部より先端部が外方へ突出するように取付けられた液状化粧料を吸収保持することがで
きる筆先と、この筆先を覆うように前記柄の先端部に着脱可能に取付けられるキャップと
、このキャップ内に設けられた該キャップ取付け時に、前記筆先あるいは筆先支持部材の
先端部によって開口部が閉じられ、かつ、常時前記キャップの先端部に位置するように付
勢される液状化粧料タンクとからなる縦置きで使用される液状化粧料収納容器において、
前記筆先支持部材に前記筆先へ少なくとも１回の使用量分の液状化粧料を供給することが
できる液状化粧料吸収保持手段を設けるとともに、液状化粧料タンクは後端部が閉塞され
た筒状のタンク本体と、このタンク本体の先端開口部に嵌合固定された口部材と、この口
部材より外方へ突出して筆先を内部へ収納する場合、周縁部を汚すことなく口部材内へ収
納することができる一対の弧状のガイド片と、前記口部材の内壁面に形成された筆先取付
け筒の先端部と密着して、密閉を図ることができる口部材本体とで構成したものを用いて
液状化粧料収納容器を構成している。
【発明の効果】
【０００８】
　以上の説明から明らかなように、本発明にあっては次に列挙する効果が得られる。
【０００９】
（１）柄と、この柄の先端部に取付けられた筆先取付け筒を有する筆先支持部材と、この
筆先支持部材の先端部より先端部が外方へ突出するように筆先取付け筒に取付けられた液
状化粧料を吸収保持することができる筆先と、この筆先を覆うように前記柄の先端部に着
脱可能に取付けられるキャップと、このキャップ内に設けられた該キャップ取付け時に、
前記筆先あるいは筆先支持部材の先端部によって開口部が閉じられ、かつ、常時前記キャ
ップの先端部に位置するように付勢される液状化粧料タンクとからなる縦置きで使用され
る液状化粧料収納容器において、前記筆先支持部材に前記筆先取付け筒と連通するように
形成された液状化粧料吸収凹部、この液状化粧料吸収凹部内に収納された前記筆先と一体
あるいは液状化粧料の移動が可能に取付けられた、該筆先に吸収保持された液状化粧料を
吸収保持することができる液状化粧料吸収体とからなる液状化粧料吸収保持手段を設けた
ので、液状化粧料タンク内に収納していた筆先を取り出して使用する場合、液状化粧料吸
収保持手段によって筆先へ液状化粧料を供給できる。
　したがって、１個所の塗布作業を行なう場合、従来のように筆先を数回液状化粧料タン
ク内に挿入する作業を行なわなくてもよく、短時間に塗布作業を行なうことができる。
【００１０】
（２）前記（１）によって、筆先を液状化粧料タンク内への挿入回数を低減させることが
できる。
　したがって、液状化粧料タンクの開口部およびその周辺を汚したりするのを効率よく防
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止することができるとともに、筆先の損傷も効率よく防止することができる。
【００１１】
（３）前記（１）によって、筆先を従来と同様な形状と外方への突出状態にしても、液状
化粧料吸収保持手段で筆先へ液状化粧料を供給することができる。
　したがって、従来と同様に塗布作業を行なうことができる。
【００１２】
（４）請求項２も前記（１）～（３）と同様な効果が得られる。
【００１３】
（５）請求項３も前記（１）～（３）と同様な効果が得られるとともに、口部材のガイド
片によって液状化粧料タンクへの筆先の出し入れ時にガイド片の内壁面に筆先を位置させ
ることにより、口部材の外側端部に接触するのを効率よく防止できる。
　したがって、容器が汚れるのを効率よく防止することができる。
【００１４】
（６）請求項４も前記（１）～（３）、（５）と同様な効果が得られるとともに、筆先取
付け筒の先端部と口部材の口部材本体で液状化粧料タンクの開口部を密閉することができ
る。
　したがって、口部材本体が口部材の外側端部よりも内側であるため、口部材の外側端部
部位が汚れるのを効率よく防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面に示す本発明を実施するための最良の形態により、本発明を詳細に説明する
。
【００１６】
　図１ないし図８に示す本発明を実施するための最良の第１の形態において、１はアイラ
イナ、アイブロ、リップグロス等の液状化粧料２を収納する本発明の液状化粧料収納容器
で、この液状化粧料収納容器１は先端部の内壁に嵌合部３が形成された後端部が閉塞され
た筒状の柄４と、この柄４の先端部に嵌合固定される嵌合部５が外周部に形成された取付
け筒６、この取付け筒６と一体形成された外周部にねじ部７が形成されたキャップ嵌合筒
８、このキャップ嵌合筒８の先端部より小径で外方へ突出する支持筒９およびこの支持筒
９内に嵌合固定され、先端部より筆先１０の先端部が突出するように取付けることができ
る筆先取付け筒１１とからなる筆先支持部材１２と、この筆先支持部材１２のキャップ嵌
合筒８のねじ部７と螺合されるねじ部１３が先端内壁面に形成された後端部が嵌合固定さ
れる閉塞体１４で閉塞されたキャップ１５と、このキャップ１５内に該キャップ１５の内
壁面の軸心方向の溝１６と係合片１７とが係合して軸心方向にスライド移動可能に設けら
れた、該キャップ取付け時に前記筆先１０あるいは前記筆先支持部材１２の筆先取付け筒
１１によって、開口部１８が閉じられる液状化粧料２および撹拌ボール１９が収納された
液状化粧料タンク２０と、この液状化粧料タンク２０の開口部１８を常時前記キャップ１
５の先端部に位置するように付勢するスプリング２１と、前記筆先支持部材１２に前記筆
先１０と連通するように形成された液状化粧料吸収凹部２２および、この液状化粧料吸収
凹部２２内に収納された、前記筆先１０に吸着された液状化粧料２を吸収保持することが
できる多孔質材、スポンジ、綿、ナイロンやポリエステル繊維を多数本たばねた物等の液
状化粧料吸収保持体２３とからなる液状化粧料吸収保持手段２４とで構成されている。
【００１７】
　前記筆先１０はナイロンやポリエステル繊維を多数本たばねて、先端部１０ａが円錐形
状で前記筆先取付け筒１１内の後端部では順次拡開する傾斜部を介して前記液状化粧料吸
収保持体２３の端部と密着して、毛細管現象で液状化粧料の移動ができるように筒状に形
成されている。
【００１８】
　前記液状化粧料タンク２０は液状化粧料２を収納する後端部が閉塞され、先端部の内壁
面に嵌合部２５が形成されたタンク本体２６と、このタンク本体２６の嵌合部２５に嵌合
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固定される口部材２７とからなり、該口部材２７は開口端部側にフランジ部２８が形成さ
れ、先端部が順次小径となり、前記筆先取付け筒１１と密封できる開口に形成された口部
材本体２９と、この口部材本体２９の内壁面に形成された複数本のリブ３０と、前記口部
材本体２９のフランジ部２８寄りの外周部に形成された嵌合部３１とで構成されている。
【００１９】
　上記構成の液状化粧料収納容器１は液状化粧料タンク２０の開口部１８より筆先１０を
内部へ挿入し、キャップ１５のねじ部１３を柄４に螺合固定された筆先支持部材１２のキ
ャップ嵌合筒８のねじ部７と螺合させることにより、液状化粧料タンク２０をスプリング
２１の付勢力に抗して押し圧しながらキャップ１５が取付けられる。
　この状態で、液状化粧料タンク２０の口部材２７の先端部と筆先支持部材１２の筆先取
付け筒１１とはスプリング２１で押し圧された密着状態の密封を図ることができる。
　また、筆先１０は液状化粧料タンク２０内の液状化粧料２と接触し、毛細管現象で筆先
１０および液状化粧料吸収保持手段２４の液状化粧料吸収保持体２３に液状化粧料２が吸
収保持される。
【００２０】
　使用する場合はキャップ１５と柄４とを持って回転させることにより、キャップ１５の
ねじ部１３とキャップ嵌合筒８のねじ部７との螺合が外れ、筆先１０を液状化粧料タンク
２０より取り出し、従来と同様に塗布作業を行なうことができる。
　この時、筆先１０に吸収保持された液状化粧料２が使用により筆先よりなくなるが、液
状化粧料吸収保持手段２４の液状化粧料吸収保持体２３に吸収保持された液体化粧料２が
毛細管現象で筆先１０へ供給され、液状化粧料タンク２０内に筆先１０を挿入させる作業
を行なうことなく、化粧することができる。
　すなわち、液状化粧料吸収保持手段２４の液状化粧料吸収保持体２３は筆先１０を用い
て化粧する場合に、筆先１０の吸収保持量では十分ではなく、液状化粧料吸収保持体２３
に吸収保持され、液状化粧料を毛細管現象で筆先１０へ供給することで、化粧が終わるよ
うな量の筆先１０への供給量が必要で、その可能な吸収保持量に設定されている。
[発明を実施するための異なる形態]
【００２１】
　次に、図９ないし図２４に示す本発明を実施するための異なる形態につき説明する。な
お、これらの本発明を実施するための異なる形態の説明に当って、前記本発明を実施する
ための最良の第１の形態と同一構成部分には同一符号を付して重複する説明を省略する。
【００２２】
　図９ないし図１１に示す本発明を実施するための第２の形態において、前記本発明を実
施するための最良の第１の形態と主に異なる点は、液状化粧料吸収保持体２３を一体形成
した筆先１０Ａを用いた点で、このような筆先１０Ａを用いて構成した液状化粧料収納容
器１Ａにしても、前記本発明を実施するための最良の第１の形態と同様な作用効果が得ら
れる。
【００２３】
　図１２ないし図１４に示す本発明を実施するための第３の形態において、前記本発明を
実施するための最良の第１の形態と主に異なる点は、液状化粧料吸収凹部２２に充填され
た液状化粧料２を筆先１０へ供給できるようにした点で、このように構成した液状化粧料
収納容器１Ｂにしてもよい。
　なお、液状化粧料吸収凹部２２内への液状化粧料２の充填はあらかじめ充填しておいた
り、筆先１０の毛細管現象や液状化粧料吸収凹部２２を下部に位置させる自重で充填でき
る等のいずれかが用いられる。
【００２４】
　図１５ないし図１７に示す本発明を実施するための発明者が考えた液状化粧料収納容器
において、前記本発明を実施するための最良の第１の形態と主に異なる点は、キャップ本
体３２の開口部１８側に口部材２７を取付けたキャップ兼用の液状化粧料タンク３３を用
いた点で、このように構成した液状化粧料収納容器１Ｃにしても、前記本発明を実施する
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ための最良の第１の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２５】
　図１８ないし図２１に示す本発明を実施するための第５の形態において、前記本発明を
実施するための最良の第１の形態と主に異なる点は、筆先１０の凹部１０ｂに隙間なく、
入り込む液状化粧料吸収保持体２３Ａを用いるとともに、タンク本体２６の嵌合部２５に
嵌合固定される口部材２７Ａのフランジ部２８の内側より外方へ突出する先端内側に支持
筒９の係合片３４と係合する係合部３５を有する一対の弧状のガイド片３６、３６を一体
成型した液状化粧料タンク２０Ａとを用いた点で、このように構成した液状化粧料収納容
器１Ｄにしても、前記本発明を実施するための最良の第１の形態と同様な作用効果が得ら
れるとともに、口部材２７Ａの一対のガイド片３６、３６によって、筆先１０を液状化粧
料タンク２０Ａ内へ収納する場合に、筆先１０を一対のガイド片３６、３６のいずれか一
方の内壁面に位置させた状態でガイドすることができ、筆先１０が口部材２７Ａの開口端
部に接触するのを確実に防止することができる。
　また、キャップ１５に筆先１０を収納した図１８に示す状態では支持筒９の係合片３４
と一対の弧状のガイド片３６、３６の係合部３５、３５とは係合した状態となっている。
キャップ１５より筆先１０を取外す場合、キャップ１５と柄４を持って回転し、ねじ部１
３とねじ部７との螺合を解除するが、この螺合が解除されるまでは支持筒９の係合片３４
と一対のガイド片３６、３６の係合部３５、３５とは係合した状態となっている為、スプ
リング２１で付勢された液状化粧料タンク２０Aは支持筒９の係合片３４によって引き上
げられて液状化粧料タンク２０Aが移動できなくなった後、係合部３５、３５と係合片３
４の係合が解除される。
このため、螺合解除後に、液状化粧料タンク２０Aがスプリング２１で衝撃的に押し上げ
られても、指先で軽くつかんでいた柄４がキャップ１５より脱落したりするのを確実に防
止する事ができる。
【００２６】
　図２２ないし図２４に示す本発明を実施するための第６の形態において、前記本発明を
実施するための第５の形態と主に異なる点は、口部材２７Ｂに３個のガイド片３６、３６
、３６を一体形成した液状化粧料タンク２０Ｂを用いた点で、このような液状化粧料タン
ク２０Ｂを用いた液状化粧料収納容器１Ｅにしても、前記本発明を実施するための第５の
形態と同様な作用効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明は液状化粧料収納容器を製造する産業で利用される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明を実施するための最良の第１の形態の縦断面図。
【図２】本発明を実施するための最良の第１の形態の分離した状態の縦断面図。
【図３】本発明を実施するための最良の第１の形態の筆先支持部材の正面図。
【図４】本発明を実施するための最良の第１の形態の筆先支持部材の右側面図。
【図５】本発明を実施するための最良の第１の形態の筆先支持部材の左側面図。
【図６】図５の６－６線に沿う断面図。
【図７】本発明を実施するための最良の第１の形態の液状化粧料タンクが収納されたキャ
ップの縦断面図。
【図８】本発明を実施するための最良の第１の形態の液状化粧料タンクが収納されたキャ
ップの側面図。
【図９】本発明を実施するための第２の形態の縦断面図。
【図１０】本発明を実施するための第２の形態の分離した状態の縦断面図。
【図１１】本発明を実施するための第２の形態の要部拡大断面図。
【図１２】本発明を実施するための第３の形態の縦断面図。
【図１３】本発明を実施するための第３の形態の分離した状態の縦断面図。
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【図１４】本発明を実施するための第３の形態の要部拡大断面図。
【図１５】発明者が考えた液状化粧料収納容器の縦断面図。
【図１６】発明者が考えた液状化粧料収納容器の分離した状態の縦断面図。
【図１７】発明者が考えた液状化粧料収納容器の要部拡大断面図。
【図１８】本発明を実施するための第５の形態の縦断面図。
【図１９】本発明を実施するための第５の形態の分離した状態の縦断面図。
【図２０】キャップを外した平面図。
【図２１】口部材の説明図。
【図２２】本発明を実施するための第６の形態の縦断面図。
【図２３】本発明を実施するための第６の形態の分離した状態の縦断面図。
【図２４】口部材の説明図。
【符号の説明】
【００２９】
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、１Ｅ：液状化粧料収納容器、
２：液状化粧料、　　　３：嵌合部、
４：柄、　　　　５：嵌合部、　
６：取付け筒、　　　７：ねじ部、　　　　　
８：キャップ嵌合筒、　　９：支持筒、
１０、１０Ａ：筆先、　　１１：筆先取付け筒、
１２：筆先支持部材、　　１３：ねじ部、
１４：閉塞体、　　　１５：キャップ、
１６：溝、　　　　１７：係合片、
１８：開口部、　　　１９：撹拌ボール、
２０、２０Ａ、２０Ｂ：液状化粧料タンク、
２１：スプリング、　　　２２：液状化粧料吸収凹部、
２３、２３Ａ：液状化粧料吸収保持体、
２４：液状化粧料吸収保持手段、２５：嵌合部、
２６：タンク本体、　　　２７、２７Ａ、２７Ｂ：口部材、
２８：フランジ部、　　　２９：口部材本体、
３０：リブ、　　　　３１：嵌合部、
３２：キャップ本体、
３３：キャップ兼用の液状化粧料タンク、
３４：係合片、　　　３５：係合部、
３６：ガイド片。
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